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、

化
が
戦
略
的
に
検
討
・
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た

。

し

、
電
子
カ
ル
テ
・
レ
セ
プ
ト
電
算
化
な
ど
医
療
の
Ｉ
Ｔ

日
本
型
Ｉ
Ｔ
社
会
の
実
現
を
目
指
す
構
想

）
の
一
環
と
し

　
日
本
で
は

、
政
府
が
掲
げ
た
e

‐
j
a
p
a
n
構
想

（

業
に
つ
い
て
電
子
化
し
た
オ
ー

ダ
エ
ン
ト
リ
シ
ス
テ
ム
と

し

、
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
に
記
録
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す

。

え

、
電
子
情
報
と
し
て
一
括
し
て
カ
ル
テ
を
編
集
・
管
理

 
通
常

、
検
査
オ
ー

ダ
ー

、
処
方

、
画
像
・
検
査
結
果
参

平成23年10月11日 平成23年10月11日

立
ち
は
じ
め

、
し
の
ぎ
や
す
い
頃
と
な
り
ま
し
た

。
そ
ん

　
カ
ル
テ
は

、
医
師
・
歯
科
医
師
が
医
師
法
第
２
４
条
・

い
て
ま
い
り
ま
し
た

。

野
の
情
報
化
に
む
け
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

」
を
策
定

て

、
２
０
０
１
年
１
２
月
厚
生
労
働
省
が

「
保
険
医
療
分

併
せ
て

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

」
と
呼
称
さ
れ
ま
す

。

第3８号(4)

　
全
国
的
に

「
節
電

」
が
叫
ば
れ
た
今
年
２
０
１
１
年
の

暑
い

、
暑
い
夏
も
よ
う
や
く
過
ぎ

、
い
つ
か
し
ら
秋
風
が

　
し
か
し

、
粗
悪
な
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

の
向
上
に
も
絶
大
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

。

あ
り

、
そ
し
て
そ
れ
は

、
働
く
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ

ョ
ン

以
上

、
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら

２
見
読
性
・
必
要
に
応
じ
肉
眼
で
見
読
可
能
な

　
　
　
　
　
を
明
確
に
す
る
こ
と

。

な
中

、
い
よ
い
よ
当
院
で
も

「
電
子
カ
ル
テ

」
の
風
が
吹

れ
て
い
ま
す

。

使
命
感
は

、
不
満
や
苛
立
ち

、
労
働
意
欲
の
低
下
へ
と

そ
の
結
果

、
当
初
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
電
子
化
推
進
の

シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー

に
よ
り

、
業
務
に
多
大
な
損
害
を
与

て
し
ま
う
と

、
そ
の
導
入
後
に
は
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
や

そ
れ
に
よ

っ
て

、
医
療
現
場
で
働
く
者
の
多
く
が

、
大

を
延
滞
ま
た
は
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

術

、
リ
ハ
ビ
リ

、
入
院
手
続
き
な
ど

、
す
べ
て
の
業
務

き
な
ス
ト
レ
ス
と
精
神
的
苦
痛
を
味
わ
う
事
と
な
り

、

命
的
で
す

。
外
来
や
診
療
の
延
滞

、
処
置

、
検
査

、
手

の
ダ
ウ
ン
や
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー

は
病
院
に
と

っ
て
は
致

え
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す

。
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

様
変
わ
り
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す

。

（
次
項
へ
続
く

）

変
貌
し

、
ま
た

、
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
も
不
信
感
へ
と

容
の
柔
軟
性
も
低
く
な
り
ま
す

。
ま
た

、
停
電

が
必
要
で
入
力
時
間
も
か
か
る
う
え

、
入
力
内

１
本
で
記
載
で
き
る
紙
と
違
い

、
操
作
に
慣
れ

き
の
紙
に
比
べ
て
非
常
に
低
い
で
す
し

、
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
袴
・
桔
梗
・
葛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
デ
シ
コ
・
ス
ス
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
・
オ
ミ
ナ
エ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
七
草

デ
ー

タ
ベ
ー

ス
と
し
て
デ
ー

タ
を
２
次
利
用
す

を
呼
び
出
し
て
参
照
し
た
り

、
電
子
カ
ル
テ
・

化
す
る
こ
と
に
よ
り

、
任
意
の
場
所
で
カ
ル
テ

と
な
り
ま
す

。
ま
た

、
院
内
を
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク

の
物
理
的
な
管
理
が
不
要
に
な
り

、
紛
失
の
恐

つ
か
の
利
点
が
あ
り
ま
す

。
例
え
ば

、
カ
ル
テ

し
て
い
た
紙
の
カ
ル
テ
を
電
子
的
な
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換

　
電
子
カ
ル
テ
と
は

、
従
来
医
師
が
診
療
の
経
過
を
記
入

照

、
看
護
記
録

、
医
事
会
計
な
ど

、
定
型
化
が
可
能
な
作

５
年
間
の
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
準
公

歯
科
医
師
法
第
２
３
条
に
基
づ
い
て
記
載
し

、

ト
ワ
ー

ク
の
断
絶
が
予
測
さ
れ
る
災
害
医
療
な
ど
に
は

な
る
危
険
性
が
あ
り

、
電
力
の
供
給
停
止
や
通
信
ネ

ッ

　
カ
ル
テ
記
載
を
電
子
化
す
る
こ
と
に
は
い
く

ま
す

。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
上
で
の
一
覧
性
は
見
開

　
対
し
て

、
紙
の
カ
ル
テ
に
劣
る
面
も
存
在
し

易
で
す

。

施
内
容
と
記
載
内
容
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
も
容

れ
が
少
な
く
な
り

、
長
期
の
大
量
保
存
も
容
易

査
オ
ー

ダ
ー

と
一
体
化
す
る
こ
と
で
実
際
の
実

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す

。
ま
た

、
処
方
や
検

る
こ
と
に
よ
り
医
療
の
質
の
向
上
に
役
立
て
る

　
　
　
　
　
防
止
す
る
こ
と

。
作
成
者
の
所
在

１
真
正
性
・
書
換

、
消
去
・
混
合

、
改
ざ
ん
を

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

」
と
し
て

式
書
類
で
す

。
そ
の
た
め

、

「
電
子
カ
ル
テ
の

　
　
　
　
　
元
可
能
状
態
で
保
存
す
る
こ
と

。

３
保
存
性
・
法
令
に
定
め
る
保
存
期
間
内

、
復

　
　
　
　
　
面
に
表
示
で
き
る
こ
と

。

　
　
　
　
　
状
態
に
で
き
る
こ
と

。
直
ち
に
書

不
向
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。
さ
ら
に

、
デ
ー

タ
の
盗

の
増
加
な
ど

、
病
院
経
営
の
向
上
に
も
大
き
な
効
果
が

が
良
く
な
る
事
で
病
院
の
信
頼
や
評
価

、
来
院
患
者
数

場
の
環
境
改
善
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す

。
ま
た

、
環
境

残
業
を
減
ら
し

、
経
費
を
削
減
し

、
結
果
的
に
医
療
現

は

、
業
務
効
率
化
ア

ッ
プ
に
絶
大
な
威
力
を
発
揮
し

、

　
高
品
質
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と

必
要
と
な
り
ま
す

。

難
や
改
変
な
ど

、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
へ
の
厳
重
な
配
慮
が

　
ま
た

、
十
六
日
に
は

、
恵
比
寿
自
治
会
と
共
同
で

、

訓
練
等
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

。

参
加
で
き
ま
す
の
で

、
お
気
軽
に
参
加
下
さ
い

。

　
恵
比
寿
自
治
会
に
お
住
ま
い
の
方
は

、
ど
な
た
で
も

　
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら

、
平
時
か
ら
非
常
時
へ

医
療
救
護
訓
練
及
び
患
者
様
の
避
難
誘
導
訓
練

、
防
火

と
呼
集
網
の
検
証

、
十
五
日
に
は
対
処
部
署
の
編
成

、

っ
て
実
施
致
し
ま
す

。
十
四
日
は
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
周
知

訓
練

』
を
十
一
月
十
四
日
か
ら
十
六
日
の
三
日
間
に
渡

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が

、
今
回
は

『
大
規
模
災
害
対
応

経
路
の
確
認
等
の
訓
練

、
ま
た
医
療
救
護
訓
練
を
実
施

で
涼
し
く
過
ご
そ
う
を
企

　
こ
れ
ま
で
も

、
消
火
器
・
消
火
栓
の
取
扱
い
や
避
難

ま
す

。

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
事
が
重
要
と
な

っ
て
お
り

し
て
お
り
ま
す

。

認
及
び
取
扱
い
訓
練
を
当
院
駐
車
場
に
て
行
う
予
定
に

敷
地
内
に
あ
り
ま
す
地
域
防
災
倉
庫
の
防
火
用
具
の
確

宮
崎
北
消
防
署
の
ご
協
力
を
い
だ
だ
き
な
が
ら

、
当
院

で
い
ま
す

。

は
と
職
員
一
同
意
気
込
ん

ん
で
し
た
が

、
来
年
こ
そ

カ
ー

テ
ン
に
は
な
り
ま
せ

　
結
果
は

、
残
念
な
が
ら

画
い
た
し
ま
し
た

。

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
き
常
時
５
０
人
以
上

名
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
見
事
合
格
し
ま
し
た

。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

て
お
り
ま
し
た
が

、
見
事
合
格
さ
れ
ま
し
た

。

二
人
と
も
休
憩
時
間
を
削

っ
て
試
験
勉
強
を
し

　
今
年
の
衛
生
管
理
者
試
験
に
当
院
か
ら

、
２

で
は

、
グ
リ
ー

ン
カ
ー

テ
ン

（
緑
の
カ
ー

テ
ン

）

そ
ん
な
中
当
院

、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ

ョ
ン

近
・
上
陸
に
よ
る
風
水
害
が
あ

っ
た
夏
で
し
た

。

国
各
地
で
節
電
・
節
減
が
叫
ば
れ

、
台
風
の
接

　
今
年
の
夏
も
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た

。
全

　
宮
崎
で
は
年
１
回
し
か
試
験
が
な
い
た
め

、

り
ま
す

。

り

、
職
場
内
の
衛
生
管
理
に
努
め
る
こ
と
に
な

の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
は
必
置
で
あ

日
・
祭
日
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー

停
止

、
夜
間
ネ
オ
ン
の
停
止

、
土
・

　
年
齢
も
考
え
ず
運
動
会
で
全
速
力
で
走

っ

て
職
員
の
意
識
を
啓
蒙
し
対
策
を
推

も
に

、
８
月
を
節
電
強
化
月
間
と
し

き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

。

族

、
ご
来
院
頂
い
た
方
々
に
引
き
続

ま
す

。
ご
入
院
中
の
患
者
様

、
ご
家

期
間
継
続
し
て
取
り
組
ま
せ
て
頂
き

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発

中
に
は
接
種
を
開
始
す
る
予
定
と
な

決
ま

っ
て
お
り
ま
せ
ん
が

、
１
０
月

ん

。
当
院
で
の
接
種
開
始
日
は
ま
だ

の
臨
時
接
種
の
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ

　
今
年
は

、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

度
下
運
用
等
節
電
対
策
を
行
う
と
と

の
一
部
停
止

、
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温

進
し
ま
し
た

。

だ
け
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

し
た

。
予
防
で
き
る
も
の
は
出
来
る

　
今
年
も
こ
の
季
節
が
や

っ
て
来
ま

結
果
で
す

。
ま
た

、
節
減
は
当
面
の

も
と
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
だ

た

。
入
院
医
療
施
設
と
い
う
環
境
の

前
年
度
比
５
％
の
節
減
と
な
り
ま
し

　
結
果
７
月

、
８
月
期
と
し
て
は

、

　
当
院
に
お
い
て
も

、
屋
外
照
明
の

に
節
電
が
推
進
さ
れ
ま
し
た

。

電
所
被
災
に
伴
い

、
今
年
は
全
国
的

し
ま
し
ょ
う

。

ま
す
が

、
く
れ
ぐ
れ
も
自
分
の
体
調
と
相
談

身
体
を
動
か
す
の
に
最
高
の
季
節
と
も
言
い

　
全
く
運
動
し
な
く
な

っ
て
１
０
年

、
秋
は

っ
て
お
り
ま
す

。

々
日
は
全
身
シ

ッ
プ
だ
ら
け
で
し
た

。

て
し
ま

っ
た

。
翌
日
は
筋
肉
痛
で
休
養
・
翌

時

、
シ
ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
時
な
ど
は
閲
覧
さ
え
で
き
な
く
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菊池　康子

て
お
り
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
今
後
も

、
毎
週

８
月
３
１
日
付
で
退
職
さ
れ
ま
し
た

。

頂
き
ま
し
た
岩
満
章
浩
消
化
器
内
科
副
部
長
が

、

肝
臓
・
消
化
器
セ
ン
タ
ー

立
ち
上
げ
に
ご
尽
力
を

　
平
成
１
５
年
の
一
般
病
床
開
設
か
ら

、
当
院
の

ご
活
躍
を
期
待
し

　
次
の
職
場
で
の

お
り
ま
す

。

く
こ
と
に
な

っ
て

診
療
に
ご
協
力
頂

も
作
れ
ま
す

。

介
し
ま
す

。
し
か
も
簡
単
に
ど
な
た
で

に
ピ

ッ
タ
リ
の
ス
タ
ミ
ナ
料
理
を
ご
紹

診
察
で

、
当
院
の

水
曜
日
に
は
外
来

　
夏
の
疲
れ

、
食
欲
の
秋

、
運
動
の
秋

《
マ
グ
ロ
の
コ
チ

ュ
ジ
ャ
ン
和
え

》

　
当
院
で
も

、
職
員
の

れ
ま
し
た

。

障
害
”
を
挙
げ
て
お
ら

し
て
”
う
つ
病
・
発
達

　
日
本
人
の
国
民
病
と

を
理
解
し
実
践
す
る

」

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

し
た

。
今
後
は

、
更
に

新
た
な
学
び
と
な
り
ま

発
達
障
害
に
つ
い
て
は

慮
し
て
お
り
ま
す
が

、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
配

し
た

。

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

に
つ
い
て
学
び
を
深
め

つ
い
て
講
義
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
が

、
今
回
は
臨

修
会
を
行
い
ま
し
た

。
例
年

、
板
井
先
生
に
は
倫
理
に

分
野
の
板
井
教
授
を
講
師
に
お
迎
え
し

、
医
療
倫
理
研

 
8
月
9
日
に
宮
崎
大
学
医
学
部
”
生
命
・
医
療
倫
理

テ
ー

マ

「
認
知
症
ケ
ア

・
認
知
症
ケ
ア
専
門
士

河
野
副
師
長

認
知
症
ケ
ア
研
修
会

1
0
月

は

、

「
医
療
者
の
健
康
管
理

」
で
し
た

。

の
三
山
先
生
を
招
い
て
行
い
ま
し
た

。
今
回
の
テ
ー

マ

　
9
月
2
1
日
に
労
働
安
全
研
修
会
を
都
城
大
悟
病
院

に
役
立
つ
研
修
会
で
し
た

。

で
の
様
々
な
臨
床
研
究
の
方
向
性
を
知
る
上
で

、
非
常

床
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
に
つ
い
て
で
し
た

。
当
院

第40回日本IVR学会

第54回日本腎臓病学会総会
第56回日本透析医学会総会

第13回日本医療マネジメント学会総会

な
ら
愛
着
も
湧
く
は
ず
で
す

。
準
備
期
間
は
十
分
に
あ
り

す

。
ま
た

、
自
分
達
で
手
間
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
も
の

の
に
な
る
と
い
う
の
が

、
こ
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
で

        学会等出席実績（４月～９月）

シカゴ
児玉　眞由美

厚生労働省科学研究難治性疾患克服研
究事業H23年度総会

(

前
項
よ
り

）

ま
す

。
病
院
一
丸
と
な

っ
て
大
き
な
風
を
お
こ
し

、
高
品

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

。

質
で
使
い
や
す
い
自
分
達
の

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

」

DDW2011

厚生労働科学研究合同班会議

の
芸
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

さ
ん

、
梅
川
新
之
助
さ
ん
率
い
る
コ
ケ

ッ
ト
の
み
な
さ
ん
に
お
祝
い

し
た

。
祝
・
敬
老
と
い
う
こ
と
で
”
ち
ど
り
保
育
園
の
園
児
の
み
な

　
今
年
は

、
９
月
１
４
日
に
７
階
ホ
ー

ル
に
て
敬
老
会
を
開
催
し
ま

平成23年10月11日 第3８号(２)

5月6日

第85回日本感染症学会総会
第１19回,120回ICD講習会

し
準
備
を
し
た
部
署
の
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
使
い
や
す
い
も

け
て

、
当
院
は
動
き
出
し
ま
し
た

。
時
間
を
か
け
て
検
討

第46回日本理学療法学術大会

第47回日本肝臓学会総会

第23回日本肝胆膵外科学会

　
約
1
年
半
後
の

「
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
導
入

」
に
向東京

宇都宮
斉田　光彦

4月20日～24日 東京
安藤　好久

東京
高橋　将史

斉田　光彦

5月27日～29日 宮崎

甲斐　沙都美
福岡

坂元　秀壮
静岡7月27日～30日

児玉　眞由美

9月29日～30日

7月23日～24日

10月19日～22日

平成23年10月11日

久保・日髙・児玉・坂東
6月1日～3日 東京

京都

久留米

7月23日～24日

児玉・折田・村山

児玉　眞由美

東京

第97回日本消化器病学会九州支部例会
第91回日本消化器内視鏡学会九州支部
会

第12回臨床消化器研究会
第4回カプセル内視鏡研究会

5月13日～15日

6月23日～26日

児玉・稲田（発表）・岩満
6月8日～10日

6月14日～17日 横浜

坂元　秀壮
東京

高橋　将史
青森5月19日～21日

6月24日～25日

大森　朋子

　
編
者
も
日
向
灘
の
低
い
位
置

団
子
も
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た

。

り
に
満
月
と
重
な
る
と
い
う
こ
と
で
ニ

ュ
ー

ス
等

中
秋
の
名
月
と
い
う
そ
う
で
す

。
今
年
は
６
年
ぶ

　
秋
の
風
物
詩
お
月
見

。
旧
暦
の
８
月
１
５
日
を

で
す

。
お
酒
も
美
味
し
く

、
お

が
見
え
た
地
域
も
あ

っ
た
よ
う

に
は
綺
麗
に
ウ
サ
ギ
の
餅
つ
き

月
を
眺
め
て
お
り
ま
し
た

。
中

に
丸
く
浮
か
ん
だ
様
に
見
え
る

で
報
道
も
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

。

ACE500治験ミーティング
第47回日本肝癌研究会

第37回日本診療情報管理学会

第34回日本高血圧学会総会    （発表）

○ 患者様第一の医療を行います。 

  

○ 安全で質の高い医療を提供します。 

  

○ 地域の住民の健康づくりに貢献します。 

 

○ 患者様の権利を尊重します。  

○ 地域住民の健康維持・増進のため、最善の医療情報及び 

  医療を提供する機能の充実に努めます。 

○ 地域医療連携に努め、急性期医療から慢性期医療及び在宅 

  医療まで一連の医療サービスを行います。 

○ 院内連携の充実に努め、安全で質の高いチーム医療を行います。 

理 念 基本方針 患者様の権利 

宮崎医療センター病院では、上記に基づき患者様の権利を尊重して医療 

を行っております。 
宮崎医療センター病院 

今後の予定 

研
修
等 

当
院
の
取
り
組
み
・学
会
等
へ
の
参
加
状
況 

 
 
労
働
安
全
研
修
会
 

 
 
医
療
倫
理
研
修
会

 

敬
老
会 

一 

息 

研
修
会
予
定 

  

 

 ・ 患者様は、良質な医療サービスを平等に受ける権利があります。 

  ・ 患者様は、人格・医師が尊重され、人間としての尊厳を守られる権利があります。 

 ・ 患者様は、自分自身の診療に関する情報の提供を受ける権利があります。また、他の医療機関の医師の意見 

   （セカンドオピニオン）を求める権利があります。 

 ・ 患者様は、医療従事者から説明を受けたのちに、提案された診療計画などを自分で決定する権利があります。 
 ・ 患者様は、プライバシーを尊重される権利があります。   

 

 
２
０
１
３
年
春
の
電
子
カ
ル
テ

 

 
 
 
 
 
 
 
 
導
入
に
む
け
て

 

 

   参考イメージ 

《材  料》 

・マグロ刺身   １５０ｇ 

・玉ねぎ       １/６ 

・青紫蘇 

《調味料》 

・しょう油          大１/２ 

・コチュジャン        少々 

・ごま油          少々 

・葱のみじん切り     適量 

・白ごま          適量 

・にんにくすりおろし    適量 

《作り方》 

・玉ねぎは薄切りにし、青紫蘇をせん切り 

にして水にさらす。 

・マグロ刺身は食べやすい大きさに切り 

調味料と混ぜ合わせる 

・さらした玉ねぎの上に盛り付ける 

・お好みに合わせ、青紫蘇等をのせる 

監修：栄養科 黒木副科長 

中
秋
の
名
月 


